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ものを併用するというようなことを今のところ

基本的に考えておりまして、その辺、専門家に

も相談して効果的にできるようにしたいという

ふうに考えている、そういう状況でございます。 

○町田義昭議長 １番、竹田博一議員。 

○１番 竹田博一議員 勝てば祝勝会、負ければ

残念会というような会を催すということであり

ます。大変いいことじゃないかなというふうに

思うわけでございます。ここに出席なさってい

る方は大人ですし、夜遅くなったからといって

心配する必要はないと私は思います。遅ければ

勝手に泊まっていってくださいと、お互いにな

れば泊まってくると、そしてゆっくりしてくる

というようなこともできると。これ無理やりに

連れてくるというのも、まあ子供じゃないんで

すから、そこは臨機応変にすべきだというふう

に思います。成功をお祈りするところでありま

す。 

 以上で質問を終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

 

 

 蒲生光男議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 次に、順位10番、議席番号６番、

蒲生光男議員。 

  （６番蒲生光男議員登壇） 

○６番 蒲生光男議員 おはようございます。 

 一般質問も最後になりました。私の質問項目

は３点でございます。市長以下、当局の皆様方

には的確なる答弁をお願いいたします。 

 なお、１番目の質問で農林課長、２番目の質

問で商工観光課長、３番目の質問で福祉事務所

長の答弁者の記載が漏れましたので、そこは適

宜市長からご配慮をいただくようにお願いを申

し上げます。 

 ２月５日、第７回少年議会が開催されました。 

２番目に質問に立った長井高校、後藤祐希議員

の質問は、「日本一、幸せを実感できるまち長

井」を目指してきたが、どれだけ市民が実感で

きたか、市長１期目の点数はどれくらいか、と

いうものでした。私が感心したのは、財政につ

いてよく調べられていましたし、２年前の長井

高校入学式での市長あいさつを引用し、さらに

再質問では３度やりとりがありました。市長の

言葉に閉塞感ということが出てきますが、市民

が進むべき方向に「はた」を立てて示すべきだ、

など聞いていて大変手ごたえのある内容だった

と思っております。 

 できれば、市長答弁だけでなく、関係課長か

らも答弁の機会があればいいと思いましたし、

議員の質問時間がもう少しあった方がいいので

はないかと感じたところでございます。今後に

さらに生かしていただき、実りあるものにして

いただければありがたいと思ったところでござ

います。 

 最初の質問は、明るく健康で暮らせる社会の

実現についてであります。23年度の施政方針の

表紙に、「日本一幸せに暮らせるまちを目指し

て」とありますが、まず、幸せが実感できると

はどういうことでしょうか。どういう状況が幸

せなのでしょうか。物質的なものもあるでしょ

う。もしかすると幸せというものは個々人が置

かれた状況の中で感じ方がそれぞれ違うのでは

ないかと思います。まず、市長の思い描く幸せ

が実感できるということはどのような概念か教

えていただければありがたいと思います。 

 体が不自由な方は、この体の不自由さがなく

なればと思うでしょう。お金に不足していれば

お金があればと思うでしょう。地位や名誉を欲

する人がいれば、全く価値観の違う人もいるは

ずです。何もかも欲しがる人もいますが、欲と

いうものはほどほどがよいのではないかと思い

ます。 

 しかしながら、共通して言えることは、健康
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で何を食べてもうまい、よく眠れる、こういっ

た状態がすべての人に共通することではないか

と思います。極言すれば、健康であることがす

べての始まりだと思います。無病息災が何より

と思います。 

 私は、最近になって特にこういうテーマのこ

とをしきりに考えるようになりました。２月28

日付で介護保険証が送られてきて、いやはやこ

ういう年になったかと思ったところでございま

す。「健全なる肉体に健全な精神が宿る」とい

う言葉がありますが、この言葉の出てくるのは

ユウェナリスの10番目の詩で、身体が健全なら

ば精神もおのずと健全になるという意味の慣用

句としては定着しております。しかし、これは

本来誤って用いられているものであるというの

です。 

 幸福を得るため多くの人が神に祈るであろう

事柄、富・地位・才能・栄光・長寿・美貌を一

つ一つ挙げ、いずれも身の破滅につながるので

願い事はするべきではないと戒めている詩だと

いうのであります。単に、健やかな身体と健や

かな魂を願うべき、つまり願い事にはつつまし

く心身の健康だけを祈るべきだという意味で紹

介されることが多くあるということであります。 

 欲には切りがないことが多いが、幸せの基本

は健康であることは間違いありません。私は、

そういう社会の実現を目指して、次の事柄に取

り組むべきだと思っております。その第１点は、

安全な食の提供であると思います。最近、食品

の偽装問題がよく報道されてきました。私たち

の身の回りには、主産地がどこかわからない食

品であふれております。日本の食糧自給率は

40％を切っておりますので、最近特に食の信頼

性ということに関心が集まっております。 

 中国の富裕層は、新潟の魚沼産コシヒカリを

２キロ2,000円以上の高値で平気で買っており

ます。日本の食糧は安心安全だと知っているか

らであります。安かろう悪かろうの食材では、

私たちの健康は守れないと思うのであります。

私たちの目の届く範囲の食材は安全だと思いま

す。その意味では、直売所の食材はまさに安心

安全なものだと思います。レインボープランの

理念を生かした、顔の見える地場の食材の取り

扱いをもっともっとスーパーなどに依頼してい

くべきだと思います。 

 例えば、菜々ポートで扱っている商品の割合、

食材、加工品等の割合、さらに食材以外のもの

などで地場物とそれ以外の割合等についてご説

明をいただきたいと思います。また、長井市の

食糧自給率はわかりますか、把握していればご

説明お願いいたします。この項は市長より農林

課長に振っていただく答弁をいただければあり

がたいと思っております。 

 賞味期限と消費期限についてでありますが、

最近特に過剰になっていて食品類の廃棄物が増

加しております。賞味期限は、食品衛生法やＪ

ＡＳ法で定めておりますが、その食品を開封せ

ず正しく保存した場合に味と品質が十分に保て

ると製造業者が認める期間（期限）であり、食

品である以上、求められる衛生面での安全性や、

味・風味などの機能が維持される期限とされて

おります。なお、食品衛生法の規定では、かつ

ては品質保持期限と表示されておりましたが、

賞味期限に統一されました。 

 一方、消費期限とは、次の２種類ございます。

１つは、食品の消費期限、いわゆる製造者が定

めた、ある保存方法でおおむね５日間たつと品

質劣化する長期間保存できない食品の食用可能

期限。２番目が、食品以外の消費期限。化学変

化を利用したり、あるいは時間の経過によって

想定していない化学変化の発生する工業製品に

製造者が定めた期限。 

 農林課長に、賞味期限の見直しなども取りざ

たされていたと思いますが、現在の進捗につい

てわかれば教えていただけるとありがたいと思

います。私たちが育ったころには、賞味期限と
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かはありませんでした。色が変わっている、に

おいが変だ、味が違うなどで悪くなったものは

食べませんでした。必要以上に厳格にこの消費

期限等を守れば、食材の廃棄物が増加するだけ

であります。 

 次に、病気予防、特にがん検診受診率向上の

対策の取り組みについてお伺いをいたします。

まず、長井市の５大がん、肺がん・肝臓がん・

胃がん・大腸がん・乳がんの検診受診率はどう

かについて伺います。子宮頸がんワクチンと乳

幼児Ｈｉｂワクチン、肺炎球菌ワクチンについ

て、接種機会を逃さぬようにとの配慮で補正対

応をいたしました。現在の接種状況についてお

伺いをいたします。 

 また、新年度予算でも子宮頸がんワクチンに

ついては対象者の85％、5,971万2,000円や、働

く世代の大腸がん検診推進事業に151万4,000円、

477人、受診率25％と見込んでいますが、これ

がなぜこんなに低い見込みなのか、また、今回

の検便で発見できる大腸がんの割合はどうか、

結局内視鏡検査ということでないと小さなポリ

ープは見つけることが難しいのではないかと私

は思います。大腸がんは、男女とも罹患率、死

亡率ともトップになるとの予測もありますので、

今回の検査キットを手始めに、受診率を高めて

市民の健康を守る取り組みを強化していくべき

だと思っております。 

 私は、がんに対する知識や医療について私た

ちがみずから知ることが必要であり、行政とし

てはそのための講座開設だったり、啓蒙活動だ

ったり、行政としての役割があるのではないか

と思いますが、市長はどのように考えておられ

ますか、お伺いをいたします。 

 次に、運動の習慣化についてお伺いいたしま

す。健康を維持するために運動を習慣化するこ

とが必要と思っています。生涯スポーツ課がで

き、スポーツの普及定着が期待されるところで

ありますが、中高年メタボ対策として日常生活

の中に運動を積極的に取り入れ、健康先取り、

病気予防対策として積極導入を図るべきだと思

っております。 

 生涯学習プラザ東運動公園の工事が開始され

ますが、この施設に魂を入れなければと思いま

す。その１つが、いかに長井市民がスポーツに

親しみ、この施設を利用するかだと思います。

ゆっくりゆったり時間をかけて体を動かす、毛

細血管にまで酸素を取り込んで脂肪を燃焼させ

る、有酸素運動は何より大切だと思います。 

 スポーツの登竜門は、だれもが入門できるも

のとしてウオーキングではないでしょうか。ウ

オーキングに限らずですが、無理をせず、種類

はともかくスポーツと身近な生活環境をつくっ

ていくことが必要と思いますが、ご所見をお伺

いいたします。 

 また、スポーツをよくする子供は学業の成績

もよい、との関連について、そのようなことが

あると聞いた気がいたしますが、教育長からそ

のご見解をお願いいたします。 

 次に、黒獅子まつりをさらに発展させるため

についてお伺いをいたします。昨年12月、全国

のまちづくり事業で、地域の発展、コミュニテ

ィの維持に貢献している事業として、地域づく

り総務大臣表彰を受賞したとのことです。 

 まず、この賞はそもそもどのようなものなの

か、何団体が受賞したのか、説明をいただきた

いと思います。私だけなのか、この賞を受賞し

たことをよく知りませんでした。というより、

説明されたのかもしれませんが、聞き逃したの

かもしれません。 

 今年度の黒獅子まつりの予算は371万8,000円

ですが、今年は聞くところによりますと14社の

参加とのことですが、１社当たりの謝礼は幾ら

になるのか、１社当たりおよそ30人近い獅子連

や役員で構成されるのではないかと思いますが、

１社当たりの謝礼金が削減され、反省会もまま

ならず、今や手弁当で獅子舞をしている状況で
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はないのでしょうか。みんな黒獅子が好きだか

ら義務や強制でないからみずから進んで協力し

ている、それで成り立っているのかもしれませ

んが、長井を代表するイベントの一つとして自

負してやまないこの事業に対し、もう少し予算

面での配慮があってもしかるべきだと私は思い

ますが、いかがでしょうか。 

 昨年９月４日、飯豊町で、飯豊町めざみの里

まつりが開かれ、獅子の共演が行われ、飯豊町

の神社から９社が獅子舞を行いました。真っ赤

に燃える真夏の祭典でしたが、大勢の人でごっ

た返す中、腹の底に響く太鼓と笛の音色、それ

に獅子の歯打ちの音が会場に響き渡っていまし

た。 

 私も初めて見る獅子も多かったので、長井市

内の獅子舞との違いなど大変興味深いものがあ

りました。後藤町長もお神酒を上げたりしてお

られましたので、長井と黒獅子まつりの共演を

しませんかとお聞きしましたところ、ぜひにと

の、リップサービスかもしれませんが、ことで

した。 

 黒獅子といえば、長井・飯豊・川西ですが、

毎年でなくとも隔年くらいのペースで１市２町

での黒獅子まつりが行えたらすばらしいイベン

トになるのではないかと思っております。検討

してみてはどうかと思いますが、市長のご見解

をいただきたいと思います。 

 過去に、ダリヤ公園で８月16日に川西町の獅

子舞が、多分10社ぐらいだったと思いますが、

行われておりました。自治体の枠を超え、黒獅

子という素材で地域の連携が深まることはすば

らしいことだと私は思うのであります。 

 ことしは黒獅子カレンダーがないということ

で、一昨年あれほど騒動をしておきながらあっ

さりやめてしまうのは理解ができません。観光

協会に任せないで、長井のカレンダーとしてつ

くって市民に配ったらいかがでしょうか。幾ら

かかるのかわかりませんが、長井市のカレンダ

ーもあってはいいのではないかと思いますが、

市長の見解をお願いいたします。 

 次に、成年後見制度の現状と課題についてお

伺いをいたします。この制度の生い立ちをおさ

らいをいたしますと、従来の禁治産・準禁治産

制度には、差別的であるなどの批判が多かった

ことから、1995年に法務省内に成年後見問題研

究会が発足して以来、成年後見制度導入の検討

が重ねられてきたが、従来の制度への批判とと

もに、制度導入時期決定の契機となったのが介

護保険制度の発足であります。 

 福祉サービスの利用に当たって、行政処分で

ある措置制度から、受益者の意思決定を尊重で

きる契約制度への移行が検討されていた、いわ

ゆる措置から契約。高齢者の介護サービスにつ

いては2000年から介護保険制度のもとで、利用

者とサービス提供事業者の間の契約によるもの

とされることとなりましたが、認知症高齢者は

契約当事者としての能力が欠如していることか

ら、契約という法律行為を支援する方策の制定

が急務でありました。 

 そこで、厚生労働省における介護保険法の制

定準備と並行して、法務省は1999年の第145回

通常国会に成年後見関連４法案を提出、1999年

12月に第146回通常国会において成立いたしま

した。その後、政省令の制定を経て、2000年４

月１日、介護保険法と同時に施行されることと

なりました。 

 こうした経緯から、介護保険制度と成年後見

制度はしばしば車の両輪と言われるゆえんであ

ります。 

 成年後見制度は、禁治産制度にかわってスタ

ートした制度ですが、禁治産者、準禁治産制度

については、制度がつくられたのは明治時代で

あり、本人の保護、家・財産の保護は強調され

ても、本人の自己決定権の尊重や身上配慮など、

本人の基本的人権は必ずしも重視されていませ

んでした。 
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 禁治産という用語は、家の財産を治めること

を禁ずという意味を持ち、家制度の廃止された

現行の民法（親族・相続法）に合致しない。ま

た、国家権力により、私有財産の処分を禁ぜら

れ無能力者とされること、また禁治産・準禁治

産が戸籍に記載されることが人格的な否定等の

差別的な印象を与えがちでありました。これに

より、禁治産制度の利用に抵抗が示されやすか

ったということであります。 

 成年後見制度については、介護保険制度と同

時にスタートした割合にはよく知られていない

のが現状ではないかと思います。老人世帯や独

居老人世帯が増加し、いずれ自分で財産の管理

ができなくなったり、人権の保護が必要になる

ことに備え、この制度の正しい知識と啓蒙を図

っていくことが必要だと感じております。 

 成年後見制度は、大きく分けますと、任意後

見制度と法定後見制度の２つがございます。任

意後見制度は、本人が十分な判断能力があるう

ちに、将来、判断能力が不十分な状態になった

場合に備えて、あらかじめみずからが選んだ代

理人（任意後見人）に、自分の生活、療養看護

や財産管理に関する事務について代理権を与え

る契約（任意後見契約）を公証人の作成する公

正証書で結んでおくというものであります。そ

うすることで、本人の判断能力が低下した後に、

任意後見人が、任意後見契約で決めた事務につ

いて、家庭裁判所が選任する任意後見監督人の

監督のもと、本人を代理して契約などをするこ

とによって、本人の意思に従った適切な保護・

支援をすることが可能になるということであり

ます。 

 法定後見制度は、後見、保佐、補助の３つに

分かれており、家庭裁判所によって選ばれた成

年後見人等（成年後見人・保佐人・補助人）が、

本人の利益を考えながら、本人を代理して契約

などの法律行為をしたり、本人が自分で法律行

為をするときに同意を与えたり、本人が同意を

得ないでした不利益な法律行為を後から取り消

したりすることによって、本人を保護・支援を

するというものであります。 

 法定後見制度においては、援助する人（後見

人など）をだれにするかを家庭裁判所が決める

のに対して、任意後見制度においては、本人み

ずからがだれに援助してもらうかをあらかじめ

決めることができます。また、援助してもらう

内容についても、任意後見制度の方が法定後見

制度に比べて柔軟に取り決めることができます。 

 法定後見が、レディーメード、いわゆる既製

品であるのに対し、任意後見は、老後のライフ

プランのオーダーメードだと言えます。したが

って、自分の生き方は自分で決定するという自

己決定権の尊重という点からも、任意後見制度

の活発な利用が望まれると思います。 

 長井市では、成年後見制度の認識度や契約状

況など、現状と課題について、差しさわりのな

い範囲においてお伺いをいたします。 

 福祉事務所長の答弁を記載していませんでし

たので、市長の配慮でお願いをいたします。 

 以上で壇上からの質問といたします。ご清聴

ありがとうございました。（拍手） 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 蒲生光男議員のご質問にお答え

いたします。 

 蒲生議員からは、３つ大きく質問いただいて

おりますが、まず最初に、質問の項目に答えさ

せていただく前にございました少年議会の件に

ついて少しだけ触れさせていただきたいと思い

ます。 

 少年議会については、大体午前中、お昼まで

に終わるようにということで３時間ぐらいの時

間の中に15人の議員が全員何らかの形で発言す

る機会を設定しているようでございます。議員

の質問時間と答弁を含めて15分なんですね。で

すから、非常に答弁も言葉足らずですと、少年

議員の思いにこたえることができないというこ
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とで、こういう時間設定ですとなかなか担当課

長の方からもう少し詳しいことを答弁しなきゃ

いけないんでしょうけども、なかなか難しいん

じゃないかと思っています。来年は８回目にな

るわけなんですが、やはりこのままいくとセレ

モニーになってしまうなというふうに少し危機

感を私も感じているところでございますので、

ぜひ来年以降は大変ですが午前中と午後と分け

るとか、そういったことをしていかないと、せ

っかくの少年議会が残念ながらもう少し議論を

深めて子供たちの思いにこたえられる、そうい

う場にならない可能性があるなということで、

検討したいと思います。ありがとうございまし

た。 

 あと、私が描く幸せが実感できるまち、どう

いうものかということでございますが、例えば

長井ですべて例えば職を求めることができる、

あるいは都市的機能も十分にある、若い人たち

も楽しめる、そんな要素があるというまちであ

ればいいわけですが、なかなか現実はそうはい

かないだろうと。 

 ですから、私はたとえ職が長井になくても、

例えば山形とか米沢に通ってまででも長井に住

みたい、それぐらい子育てするなら、あるいは

職を引いた後は安心してのんびりと長井で暮ら

したいとか、さらには趣味を生かすにはとか、

あるいは穏やかな暮らしをするには長井、そう

いうイメージで、ぜひとも住みたいまちだとい

うふうになるべきだと思っています。そのため

には、物質的な豊かさというのはもちろん必要

なんですが、そればっかりじゃなくて心豊かに

生きていくことができるという要素を考えてい

かなきゃいけないと。安らぎであったり生きが

いであったり、あるいは議員おっしゃるように

まず健康ということが何よりもつくれる、守れ

る、そんなまちでなければならないというよう

に思っているところでございます。 

 それでは、順次ご質問に答えたいと思います

が、まず最初に、菜々ポートとか市の自給率に

ついては農林課長の方から答弁いたさせます。 

 また、２点目にありました賞味期限の見直し

等につきまして、農林課長もしくは市民課長の

方から答えさせていただきたいと思います。 

 ３点目にご質問いただきました、現在の５大

がんとか、そういったがんの接種状況あるいは

ワクチン、子宮頸がんとか、そういった状況に

ついて、これについても健康課長の方から答弁

いたさせます、受診率等々ですね。 

 私の方からは、がんに対する知識や医療につ

いて、私たちがみずから知ることが必要であり、

行政としてはそのための講座開設だったり啓蒙

活動だったりと、行政の役割があるんではない

かということについてだけ答弁させていただき

ます。 

 明るく健康で暮らせる社会の実現についての

項目で、がんに対する知識や医療について私た

ちがみずから知ることが必要であり、行政とし

てはそのための講座開設だったり啓蒙活動だっ

たり、行政としての役割があるのではないかと

いうことでございますけれども、まず、がん診

療事業は、人口３万人復活に関する事業として

も別枠で掲げてございます。また、施政方針に

は、健康は家庭づくり、地域づくりの基本と述

べさせていただいたとおりでございまして、ま

ちづくりの基本的な課題と思っております。 

 また、２人に１人ががんになる時代と言われ

ておりまして、早期発見、早期治療ががん対策

の基本であるというふうに私も認識しておりま

す。このことから、女性特有のがん検診事業を

従来より早期に、年度当初からスタートさせる

とともに、大腸がんについても無料クーポン券

の発行に取り組んでいきたいと思っております。 

 また、予防の観点からは、子宮頸がんのワク

チン接種の無料実施しておりますが、今年度は

啓発活動を行いながら、さらに積極的に取り組

んでいかなきゃいけないと思っております。総
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合検診実施回数もふやすなどに取り組んで、何

とか受診率を上げていきたいと思っております。 

 がんに対する講座開設、啓蒙活動についてで

すが、特定検診の指導の際や食生活改善の会議

などでこのテーマに、医師による講義をいただ

いておりますし、市報、ホームページ、ポスタ

ーなどの啓発は継続して実施しますが、これか

らは医療機関と協力を得ながら検診結果分析し

て、どういった活動がいいのか検討を進めてい

きたいと思っております。 

 運動の習慣化については、市民ひとり１スポ

ーツ事業の取り組みのように、庁内の横断的な

取り組みを行いながら、運動普及推進について

も医療機関のアドバイスをいただくとともに、

議員ご指摘のウオーキングや庭掃除、雪おろし

なども身体活動として効果があるという視点で、

活動内容を充実させて運動の習慣化に努力した

いと思っております。 

 次に、私の方からは２点目に入りますが、黒

獅子まつりをさらに発展させるために、23年度

の事業と、それから川西・飯豊の連携はどうか

ということでございますが、まず最初に、地域

づくり総務大臣表彰についてちょっとご紹介さ

せていただきたいと思いますが、昨年12月に黒

獅子まつり実行委員会が地域づくり総務大臣表

彰、団体表彰を受賞されました。地域づくり総

務大臣表彰は、全国各地でそれぞれの地域をよ

りよくしようとする頑張る団体・個人を表彰す

ることにより、豊かで活力ある地域社会の構築

を図ることを目的とするもので、昭和58年に創

設されたものでございます。ことしは対象が１

名、優秀賞２団体、団体表彰が23団体、自治体

表彰６団体、個人が７名、奨励賞２団体が受賞

しております。団体表彰23団体のうち、山形県

からは鶴岡市の庄内映画村株式会社、新庄市の

商店街活性化に取り組んでいる特定非営利法人

アンプの３団体が受賞しております。 

 なお、本日午後１時にプレス発表される予定

でございますが、財団法人地域活性化センター

が主催する第15回ふるさとイベント大賞の奨励

賞を黒獅子まつりが受賞されることになりまし

た。この賞は、地域の個性を生かしたユニーク

なイベントを全国に紹介することで、地域の活

性化と個性豊かな地域社会を実現することを目

的としたものでございます。黒獅子まつり実行

委員会並びに関係者の皆様に対しましては、本

市の伝統を踏まえ、全国的な評価をいただくイ

ベントにつくり上げていただいたことに、心か

ら感謝と敬意を表したいというふうに思います。 

 蒲生議員からご質問がございました１社当た

りの謝礼についてでございますけれども、今年

度、22年度の参加神社数は11社でございました。

当初13社の予定でございましたが、さまざまな

不幸があったりとか、そういったことがありま

すと出れないということがあって、２社急遽辞

退されたため、11社となったものでございます。

白兎の葉山神社は、昼祭りにも参加いただきま

したので、延べで12社が参加したことになりま

す。 

 各社に対する謝礼は、１社当たり、これはお

神酒と車代込みで10万9,000円でございました。

特に22年度から参加神社で運営会議を設置いた

しまして、祭りの実施運営を行う体制をつくっ

ているとのことでございます。各神社関係者が

参加してあげる祭り、要は観光協会、市の方か

らの依頼で、「じゃあ参加してあげようか」と

いうようなお祭りから、今では自分たちでつく

るお祭りということで、大分意識が変わってき

たというふうに思っておりますし、ほかの神社

も今までは出てなかったんですがぜひ出たいと

いうことで、大分盛り上がりが出ているという

ふうに思っています。 

 参加神社に対する謝礼は、慰労会等の分まで

含めれば議員ご指摘のとおり十分ではないと思

われますが、運営会議等での議論を通して黒獅

子まつりに参加することへの意義をとらえてい
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ただいて協力いただいているものと考えており

まして、この辺はぜひこれからも検討しなきゃ

いけないと思いますが、余りお金でつるという

ようなことではなくて、やはり本人たちも最小

限度の金額でもいいからやっぱり自分たちで盛

り上げていこうという、そういう意識はぜひ大

切にしたいなというふうに思っています。 

 なお、かつては最大で15万円ぐらいのときも

ございましたが、その後、12万円、11万円、あ

と10万円プラスお神酒程度というときもござい

ました。 

 次に、川西・飯豊との連携はできないかとい

うことでございますが、20周年記念の事業とし

て21年度に、去年、おととしでございますが、

飯豊町の小白川神社の獅子を招いて大変好評で

ございました。国民文化祭での全国の獅子の共

演も大変に感動した記憶がございますし、かつ

て川西にも10周年のときに参加いただいたとい

うことがあって、今後とも飯豊・川西との連携

は考えていかなきゃいけないというふうに思っ

ています。 

 ただ、本番の夜祭りには時間的な制約がござ

いまして、やはり交通規制、警察の方からご協

力いただいています。そして安協あるいは市の

方も管理職が出て規制に当たっておりますが、

出演できる数が限られておりまして、実行委員

会の中でもこうした議論がありましたが、市内

の神社からも新たに参加希望の声が寄せられて

いる中でございますので、市外の獅子を入れる

ことは難しいとする意見となったようでござい

ます。 

 なお、ぜひ25周年などの記念大会に向けて、

飯豊・川西に声をかけながら、この場合は特別

に警察の方からもご協力いただいて、２日間に

分けるとか、あるいは昼は昼で盛大にやるとか、

そういったことを検討しなきゃいけないと思っ

ています。 

 この項の最後でございますが、黒獅子カレン

ダーでございますけれども、黒獅子カレンダー

は黒獅子まつり開催20周年を記念して作成され

たものでございます。ことしは資金的に厳しい

状況もあって、観光協会として見合わせたとい

うような状況でございます。観光商品や観光関

連グッズは民間サイドでどんどん商品化される

ことを期待しておりますが、黒獅子カレンダー

などもそうしたものの一つとして考えられるん

ではないかなと思っております。観光協会の事

業収入とすることもできるものでございますの

で、むしろ市が制作して市民に配るというより

も、そういった民間サイドの方でお求めいただ

いて経済効果を上げるといったことの方がいい

のではないかなというふうに考えているところ

でございます。 

 なお、23年度事業については、商工観光課長

の方から簡単にお話をさせていただきたいと思

います。 

 最後に、成年後見制度の現状と課題というこ

とでございますが、山形家庭裁判所長井出張所

管内の成年後見者申し立て件数でございますけ

れども、平成21年は後見が６件、保佐という言

い方でわかりますでしょうかね、保佐が２件、

合計８件でございます。それから平成22年度は

後見が14件、保佐が８件、合計22件となってい

ます。身寄りがいない、あるいは虐待を受けて

いる場合に行う市長申し立てはございませんで

した。 

 長井市地域包括支援センターの役割として、

介護保険法に定められた権利擁護に関して、相

談業務と成年後見制度支援を行っております。

地域包括支援センターで扱った成年後見制度支

援の実施状況でございますが、平成21年度は相

談件数が17件、申し立て件数は６件でございま

す。平成22年度は相談件数が12件、申し立て件

数は３件となっております。 

 成年後見制度の課題でございますが、何点か

ございますが、まず１点目に、介護保険制度に
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比べ成年後見制度が一般的には浸透しておらず、

なじみの薄い状況で、市民に周知・啓蒙する必

要があるんではないかと思っています。 

 ２点目として、今後、家族・親族による成年

後見は、家族形態の変化から困難な場合がふえ

ておりまして、ますます第三者後見人が求めら

れるようになると思われますが、現状では第三

者後見人が不足しております。弁護士や司法書

士の団体でリーガルサポート等が上げられてい

ますが、報酬を支払う必要があり、制度利用に

至らないケースも推測されます。 

 最後に、こういったことから市民後見人が第

三者後見人の担い手となることを期待されてお

りますが、また市民後見人になったときにフォ

ローしてくれる人が必要であるとともに、後見

人が不正行為をした場合、補償問題に発展する

可能性を否定できないという課題があるかと思

います。 

 私の方からは、以上でございます。 

○町田義昭議長 大滝昌利教育長。 

○大滝昌利教育長 蒲生光男議員のご質問、私の

方には大きく２点かなというふうに思いますの

で、お答えをします。 

 まず、第１点目、健康の先取り、病気予防対

策として日常生活の中に積極的に運動を取り入

れるべきでないかということについてですが、

スポーツマンである蒲生光男議員の方がよくご

存じなんだろうというように思いますけども、

継続的な運動は体力を向上させ、生活習慣病を

予防するためにも役立つとされ、息が弾む程度

の軽い運動、ウオーキングやジョギング、水泳

等を継続的に行うことが健康づくりには効果的

であるというふうに言われています。 

 昨年、文部科学省が提示したスポーツ立国戦

略の５つの重点戦略の中では、成人の週１回以

上のスポーツ実施率が３人に２人、成人の週３

回以上のスポーツ実施率が３人に１人となるこ

とを目指すとして、運動の習慣化を提示してい

ます。 

 長井市としても、今年度、生涯スポーツ課を

新設しまして、市民ひとり１スポーツの普及拡

大を目指しているわけですが、今年度は福祉事

務所、健康課とタイアップをした「市民ひとり

１スポーツ教室」を開催したところです。医師

の講話を２回交え、７種目28回のスポーツ教室

を開催し、333名、延べ671名の参加をいただき

ました。この教室を体験し、ウオーキングを継

続している人もいるようですし、ヨガ教室では

６名の方が自前で生涯学習プラザを会場に継続

して活動をしています。平成23年度も「市民ひ

とり１スポーツ教室」としてウオーキング教室、

ピラティス教室、ヨガ教室など７種目を計画し

ており、開催に当たっては関係課または関係団

体とタイアップをし、充実した教室になるよう

に、そして運動が日常生活の一部となるような

きっかけづくりの教室にしていきたいというふ

うに考えています。 

 また近年、ウオーキングやジョギング人口が

増加傾向にあることから、市内６地区のウオー

キングマップを作成し、全戸配布いたしました。

間もなく長井市のホームページにもアップいた

します。多くの市民の皆さんにご利用いただき、

運動の習慣化につながればと考えています。 

 生涯学習プラザ運動公園の整備につきまして

は、23年度着工となります。主な施設内容は、

きのう市長の答弁にもありましたけども、陸上

競技場、サッカー場、多目的芝生広場、そして

ジョギングやウオーキングができる１周１キロ

メートルのコースも整備いたします。また、植

栽も行い、公園として憩いの場も創出されます。

蒲生議員ご指摘のとおり、魂を入れることが大

事でないかなというふうに思っています。多く

の市民の皆さんが気軽に訪れて運動に親しむこ

とのできる、そんな運動公園にしていかなけれ

ばならないと考えています。 

 きのう、大沼議員の方から照明灯の設置につ
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いてのご質問がありましたが、中学生、高校生、

または働いている一般の人にとっては照明灯の

設置というのも非常に大事なことですが、私は

日中にぎわいのある活用をどうしていくのかと

いうことが一つのかぎになるんじゃないかなと

いうふうにも思っています。 

 ２点目のスポーツをよくする子供は学業成績

もよいのではないかということですが、正直私

もよくわかりません。スポーツをよくする子供

と学業成績の相関のデータというのも見たこと

がありませんし、私の経験からすれば、スポー

ツは得意でよくするが、余り勉強の方は好きで

ないという子供さんもいますし、その逆の子供

さんもいますし、両方とも得意だという子供さ

んもいますので、余り相関関係というのはない

のかなというふうに思いますが、ただ、スポー

ツを通して鍛えた目標に向かって粘り強く努力

する姿勢とか、礼儀とか、感謝する心など、そ

ういうものが生活していく上でそういう大事な

ことを学ぶ機会がスポーツをすることによって

多くなるのでないかということでは、やっぱり

影響があるのかなというふうにも思います。以

上です。 

○町田義昭議長 松木幸嗣健康課長。 

○松木幸嗣健康課長 蒲生光男議員のご質問にお

答えします。 

 最初に私の方は、５大がんということで、そ

の受診率であります。 

 最初に申し上げますのは、ご質問にありまし

た肝がんでございますが、肝がんについては現

在実施してないということであります。ウイル

ス検査なり超音波検査になりますんで、非常に

手間がかかるということでしておりません。 

 最初に、胃がんの方でありますが、男女合計

いたしまして21年度で21.3％、前年度に比べま

して１ポイントほど減であります。大腸がんに

つきましては、男女合わせまして21.6％、これ

もおおむね１ポイントほど減になっております。

肺がんにつきましては7.3％、これについては

0.6ポイントほどの減であります。子宮頸がん

につきましては、27.5％、これは0.9ポイント

ほど上がっております。乳がんにつきましても、

２ポイントほど上がりまして35.8％ということ

であります。長井市の各種がん検診はほぼ20％

から30％で、国レベルよりは高い状況にありま

すが、県の平均から見ますと、上回っているの

は乳がんのみというような形になっております。 

 続きまして、子宮頸がんのワクチンなりＨｉ

ｂワクチン、肺炎球菌についてでありますが、

昨日現在の数値であります。これは２月から実

施してきたところでありますんで、医療機関か

らは請求が始まったばかりという時期なんでご

ざいますが、数字で申し上げますと子宮頸がん

につきましては24.7％、Ｈｉｂワクチンと肺炎

球菌につきましては45.5％と、これはまあまあ

の成績ではあろうかなというふうに思っていま

す。 

 なお、新聞、テレビ等々で報道ありましたと

おり、Ｈｉｂワクチン、さらに肺炎球菌につき

まして死亡例が報告されております。現在、国

の方からの通知ございまして、３月５日から一

時見合わせということで、接種を滞らせていた

だいております。 

 また、子宮頸がんにつきましても、ワクチン

不足というようなことが全国的な話が出てきま

して、これについても県の方にすぐ申し出して

いるんですが、昨日あたりですと接種に不平等

が起きないようにということで、高校２年まで

延ばしてもやろうというのがきのう副大臣のス

テートメントであったかと思っています。これ

については、先ほど市長が申し上げましたよう

に、啓発活動を準備するようにという指示いた

だいているんですが、時期的なことについてち

ょっとワクチンが不足していますので、再度検

討しながら実施してまいりたいなというふうに

思っているところであります。 
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 次に、大腸がんの方でありますが、大腸がん

の25％ということでございます。こちらについ

ては、40歳から60歳までの５歳刻みの方という

ことで、こちら最初の取り組みでございました

ので、これを現在の人口当たりで割ってみます

と大体今の実績ですね、昨年度あたりまでの実

績は人口当たりの受診率に直すと10％程度にな

りました。今回、酒田市が先進事例でございま

したので、その情報をいただきますと、酒田は

大体２倍になっていたというデータがありまし

たので、当方としましては2.5倍ということで、

25％を積算させていただいたという格好であり

ます。 

 また、今回の検便で発見できる大腸がんの割

合はどうかという部分でありますが、現在実施

している検査、これについては免疫法でやって

います潜血検査ということで、人の血液のみに

反応するという精度の高い検査というふうに思

っております。21年度のデータから見ますと、

議員ご指摘の精密検査に至った方というのは

6.3％ということになっております。その受診

の方でがんが発見した方はお一人というような

形であります。 

 中高年における大腸がんの罹患率、死亡率は

非常に増加傾向ということだと思いますが、早

期に発見すればほぼ100％に完治するというこ

とのがんでもあるというふうにも聞いておりま

すんで、症状のない早期の発見ということが大

切でございますので、今回受診者の手間、費用

を軽減するということで、大腸がん検診受診を

進めるように努力してまいりたいと思っていま

す。以上です。 

○町田義昭議長 那須宗一農林課長。 

○那須宗一農林課長 それでは、蒲生光男議員の

ご質問にお答えいたします。 

 私からは、菜々ポートで扱っている商品の割

合、地場物とそれ以外の割合と、長井市の食糧

自給率について答弁させていただきます。 

 菜々ポートでの商品の割合ということですが、

４月から１月末までの売り上げに占める割合で

申し上げたいと思います。野菜は58.2％、花卉

類で4.5％、農産物加工品で1.6％、あと加工品

が34.5％、工芸品が1.2％となっています。加

工品以外はすべて地場物ですので100％になる

わけですが、加工品34.5％の約半分で、全体か

らいいますと14％が外部からの商品となってい

ます。ですから、菜々ポートでは86％が地場物

というふうにご理解いただきたいと思います。 

 あとは、食糧自給率の関係でございますが、

国の20年度のカロリーベースの食糧自給率は

41％で、都道府県単位の食糧自給率については

農水省で発表しておりますが、山形県の平成19

年度の確定値が132％、平成20年度の確定値で

133％となっておりまして、この数字は北海道、

秋田県に続いて全国で３番目の高さになってお

ります。 

 ただ、食糧自給率を市町村単位でというふう

になりますと大変難しい計算がございまして、

実際にはできないのかなというふうに考えてい

るところでございます。ただ、生産物の構成な

どから考えますと、山形県の自給率にほぼ近い

数字なのかなというふうな推測はできるところ

でございます。以上でございます。 

○町田義昭議長 宇津木正紀市民課長。 

○宇津木正紀市民課長 私の方から、賞味期限の

見直しについての検討経過を説明したいと思い

ます。 

 ことしの１月に消費者庁で内部で検討しまし

て、食品表示をめぐる主要な論点を公表しまし

た。その中では２点でございます。 

 １点目が、食品事業者による期限設定の根拠

の明確化。２つ目が、消費者にわかりやすい期

限表示に向けた取り組みなどについて、運用の

改善や効果的な周知方法の検討を進めていくと

いうことになっていまして、一部新聞で伝えら

れています期限を過ぎても食べられるという表



 

―１５４― 

＋ 

＋

＋

＋

示については、消費者庁の食品表示課の方によ

りますと、そういうことを併記するという報道

は決定ではないということでございます。以上

でございます。 

○町田義昭議長 齋藤理喜夫商工観光課長。 

○齋藤理喜夫商工観光課長 23年度の黒獅子まつ

り事業につきましてお答え申し上げます。 

 23年度の事業につきましては、骨格としては

22年度とほぼ同じものになるかなというふうに

考えてございますが、今現在、黒獅子まつり実

行委員会の方で詳細を検討していくものでござ

います。 

 なお、獅子舞の部分につきましては、運営参

加神社の皆さんによります運営会議で内容、進

め方を検討してございますが、昨年、あら町商

店街でやったようなまち全体が黒獅子まつりの

雰囲気で盛り上がるような方向というものを実

行委員会の方で検討していきたいというふうに

考えている状況でございます。 

○町田義昭議長 ６番、蒲生光男議員。 

○６番 蒲生光男議員 相変わらず多岐にわたる

質問項目で、持ち時間がなくなってくるわけで

すが、成年後見制度について私も相談をされて

おります。それから、ある司法書士の方に聞き

ますと、「私個人だけで10件持っている」とい

うふうにおっしゃられておられました。そうい

うことからすれば、さっきの件数がちょっと低

過ぎるのではないのかなとちょっと私思うもの

ですから、これはいずれかの機会に把握するこ

とが可能であれば把握しておいていただければ

なと思います。いろいろ個人情報の方との関係

もあると思いますので、差しさわりのない範囲

において教えていただければというふうに思っ

ています。 

 それで、一番最初の健康で暮らせるという点

で関連することなんですが、昨年の猛暑のよう

に非常に暑い中で働く職員の皆さんについては、

仕事の能率も上がらないし、健康を害するおそ

れがあるのでエアコンを設置したらどうだとい

うように申し上げました。その件について今現

在どのように進んでいるか、ちょっと市長から

お願いいたします。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 何としても23年度に設置したい

というふうに思っておりましたが、なかなか思

わぬところでいろんな予算が必要となりまして、

やはり１億円近い、第２庁舎も含めますと投資

になりますので、残念ながら23年度はまず全体

計画をどうするかと。エアコンだけじゃなくて、

特に本庁舎、第２庁舎については、内装もある

程度変えていかなきゃいけないだろうと。あと

は外装も変える必要があるというふうに思って

おります。 

 さらに、昨日の我妻議員のご質問の中でも答

えさせていただきましたが、将来例えばタウン

センターみたいなところにもう１カ所ぐらいに

役所をまとめることができれば、またそこはそ

こで方向が変わってきますので、そういったこ

とも含めて23年度中に今後３年、４年間ぐらい

の施設といいますか、庁舎の整備を計画を立て

て取り組みたいということで、23年度は残念な

がら見合わせるということに考えております。 

○町田義昭議長 ６番、蒲生光男議員。 

○６番 蒲生光男議員 エアコンをつけていただ

けるんだという期待感が非常に高まっていたと

思うんですね。ですので、計画的に進めるとい

うことでございますから、ぜひ年次をまたがっ

てもそれを実現していただくようにお願いした

いなというふうに思っています。 

 それで、１番目の問題と関連するんですけど

も、「医食同源」とか、「身土不二」とかとい

う言葉がございますけれども、これはつまり日

ごろからバランスのとれたおいしい食事をとる

と病気の予防になるし、治療しようとする考え

方ということでこれが言われておるわけですね。

ですので、地元の食材をいかに多く扱ってそれ
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を食してもらうか、これが市長の言われる農業

の振興にもつながっていく政策だと思うんです

よね。ですので、これは私も今どこでとれたも

のかというのは表示されるようになっておりま

すけれども、いわゆる地場物がどれだけ例えば

スーパーで扱われているかについて調べており

ませんからわかりませんけれども、これをでき

るだけ地場物が多く扱っていただけるように、

長井で売る場合はですよ、そういったことの取

り組みをやはりぜひしていただきたいと思うわ

けです。それが尽きるところ市民の健康の管理

につながっていくということですので、その点

についてお願いをしたいと思います。これは答

弁要りません。 

 それとあと、ことしの長井マラソンについて、

市長の配慮もあって予算をいただいたわけです

が、ようやく招待選手として交渉を進めてまい

りました熊本県の松野明美選手を呼ぶことに決

定いたしました。ことし特にスポーツ少年団30

団体あるそうなんですが、その中から20団体ほ

ど一緒に参加していただくような企画もしてご

ざいますので、ぜひ盛り上がったものにしたい

なと私も考えているところでございます。 

 黒獅子まつりについてですが、かつて２日間

の日程でやったりしたことがあったわけですよ

ね。そういった計画だってできると思いますの

で、ぜひそういったことについて配慮いただけ

ればありがたいなと思うんですが、その点につ

いてだけお答えいただきます。 

○町田義昭議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 議員おっしゃるように、２日間

ですることによって、より多くの、特に市外か

らのお客様を呼べるんじゃないかなというふう

に思っております。ただ、例えばことしは東北

高校駅伝の開催あるいは県の駅伝の開催、さら

には長井踊りということでかなり長井警察署の

方の交通課あるいは市の安協の方に大変お世話

になっているものですから、この辺も含めて毎

年２日間でできるように依頼をしながら、でき

る方法を探ってまいりたいと、そのように思っ

ております。 

○町田義昭議長 蒲生光男議員。 

○６番 蒲生光男議員 ぜひそのようなことで進

めていただいて、おもしろい黒獅子まつりにな

るように、私も精いっぱい協力したいと思いま

すので、よろしくお願いをして質問を終えたい

と思います。ありがとうございました。 

○町田義昭議長 以上で一般質問は全部終了いた

しました。 
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○町田義昭議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午前１１時４８分 散会 


